
株式会社 開発調査研究所 道路・防災部

防災業務のご案内
～ 落石、崩壊・地すべり対策 ～

1.落石対策

甚大な被害をもたらした平成28年8月中旬から下旬にかけて襲来した複数の台風による豪雨災害、厚真町
で震度7を観測した平成30年の北海道胆振東部地震など、近年、自然災害が頻発し、リスクが増大していま
す。そのため、人々が安心して安全に暮らせるような環境を永続的に確保するために、防災、減災対策が求
められています。

当社では、防災のあり方を考えると共に、北海道の安全と生活を守る社会的責任を再認識し、北海道民の
ために尽力させていただきます。

岩盤斜面より供給される落石に対して、誘導路と落石防護柵を計画し、現道への落石を防ぎました。

竣工後［誘導路および落石防護柵］

誘導路

落石防護柵
［背面側に現道］

岩盤斜面（落石発生源）

落石

対策工計画平面図［誘導路および落石防護柵］

竣工後［落石防護柵］施工前

沿道に落石防護柵を計画し、現道への落石を防ぎました。
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2.崩壊対策

3.地すべり対策

道路改築計画により、地すべり末端部の切土が発生したため、ボーリングによる地下水位の低下させ、
切土面にアンカー付きのり枠を計画し、地すべりの滑動を防ぎました。

横ボーリング
アンカー付きのり枠

豪雨による斜面崩壊で発生した落石です。アンカー付きのり枠を計画し、崩壊の進行を防止すると共に、
落石の発生を予防しました。

施工中［アンカー付きのり枠］被災時［落石径 □5.0×3.0×3.5］

5.0m

3.0m

遠軽芭露線（総交-803）凍雪害防止工事（実測実施設計）
洞爺公園洞爺線地特273(交安)工事法面調査設計
岩部渡島福島停車場線（B地-620）工事法面対策設計委託
知床公園羅臼線 災害調査設計委託その3
江差木古内線（B地-118）工事（鶴岡地区）法面調査設計委託
北見常呂線(交144)防災工事（調査設計）
大沼公園鹿部線（B地）工事落石対策工詳細設計委託
（83）旭川幌加内線 防災Ｂ（地方道）工事外法面調査設計
八雲厚沢部線（B地-147）工事実施設計委託（法面工）
礼文島線（4）砂防連携工事落石対策工設計

平成23年度
平成23年度
平成24年度
平成27年度
平成28年度
平成30年度
令和1年度
令和2年度
令和2年度
令和4年度

・・・網走建設管理部
・・・室蘭建設管理部
・・・函館建設管理部
・・・釧路建設管理部
・・・函館建設管理部
・・・網走建設管理部
・・・函館建設管理部
・・・旭川建設管理部
・・・函館建設管理部
・・・稚内建設管理部

竣工後［アンカー付きのり枠＋横ボーリング］
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